




















































































{ X" X 2， X 3， ・・， X n } 
をならした大きさで，これらの和を個数Nで
わった値であり，











































































































































































































































































































































































グル}プで，級間隔が3m，5m， 10m， 2 
Omの場合のドットプロットをつくる。
」函L
グル}プで，級間隔が3m，5m， 10m， 20m 
の場合で，散らばりの様子がよく分かる級間隔
はどれか話し合う。
」扇ι
グループで考えた最適な級間隔を伝え合
い，どの級間隔が最も散らばりの様子を表す
のか検討する。
'ii' 
検討した最適な級間隔で資料を度数分布
表に表し，次時につなぐ。
9 結語
これからの統計教育に求められてしも質的な
指導の向上を図るため，第6学年「資料の調べ
方」の教材分析を行い，新しい指導を提案した。
しかしながら，この提案における実践ができてお
らず，提案が確かなものであるという実柾を著者
たちは得ていない。今後，この提案に沿った実
践を行い，分析・省察を行い，私たちの提案が
有効であるのかどうかを検寵していくことが今後
の線題である。
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